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解説

圏
筑
波
大
付
属
高
進
学

秋
篠
宮
数
の
長
男
悠
仁
さ
ま
（
１５
）
が
こ
の
容

か
ら
筑
波
大
付
属
高
校
で
学
ば
れ
て
い
る
。
前

例
の
な
い
皇
族
男
子
の
同
高
進
学
に
は
異
論
も

あ
っ
た
。
在
学
中
に
成
年
を
迎
え、
注
目
を
集

め
る
こ
と
に
な
る
「
未
来
の
象
徴
天
皇
」
の
進

路
や
教
育
を
と
り
ま
く
背
慶
を
探
っ
た
。

悠
仁
さ
ま
の
学
び
理
解
広
め
て

「未来の天皇」教育環境に変化

　　　　　

白ー
ら
）希
望

　

「
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
さ
ら
に
深
め
た
い
」
。
悠

仁
さ
ま
は
高
校
入
学
の
抱
負
を
そ

う
語
ら
れ
た
。
生
き
物
好
き
で
知

ら
れ
る
が
、
中
学
生
で
既
に
ト
ン

ボ
の
「
は
ね
」
を
昆
虫
類
の
器
官

を
示
す
「
趣
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

日
頃
の
勉
強
ぶ
り
を
知
る
人
は

「
好
奇
心
が
旺
盛
で
、
常
用
外
の

漢
字
で
も
本
来
の
用
法
を
調
べ
ら

れ
て
い
る
」
と
明
か
す
。

父
親
の
秋
篠
宮
さ
ま
も
「
探
究

心
」
を
公
務
の
支
え
に
さ
れ
て
き

た
。
名
葡
総
裁
を
務
め
ら
れ
て
い

る
「
日
本
水
大
賞
委
員
会
」
の
委

員
撒
か
森
ヤ
た
・
東
鰹
大
名
密
教

天
馳
陛
下
に
高
校
入
学
の
報
告
を
す
る
た
め、

鵬
居
に
入
ら
れ
る
悠
仁
さ
ま
（
４
月
９
日
、
東

京
都
千
代
田
区
で
）
＝
富
永
健
太
郎
撮
影

今
年
４
月
、
茨
城
県
内
の
全
て
の
大
型
家

電
量
販
店
で
、
正
社
員
の
年
間
休
日
数
の
最

低
鰹
準
が
共
通
化
さ
れ
た
。
労
働
条
件
は
原

則
と
し
て
企
業
ご
と
に
労
使
で
定
め
る
が
、

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
地
域
の
同
業
他

社
に
も
適
用
さ
れ
る
と
い
う
労
働
組
合
法
の

規
定
に
裏
づ
い
た
も
の
だ
。
厚
生
労
働
省
に

よ
る
と
、
適
用
の
決
定
は
３２
年
ぶ
り
と
い
う
。

企
業
の
枠
を
超
え、
労
働
条
件
の
底
上
げ
を

図
る
働
き
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

圏茨城の家電量販店

企
業
と
労
組
は
、
賃
金
や
休

日
、
労
働
時
間
と
い
つ
た
労
働

条
件
に
つ
い
て
交
渉
し
、
結
果

を
「
労
働
協
約
」
と
呼
ば
れ
る

文
書
に
ま
と
め
る
。
適
用
を
受

け
る
の
は
組
合
員
だ
け
だ
。

し
か
し
、
労
働
組
合
法
１８
条

で
は
、
「
一
つ
の
地
域
で
」
「
同

授
は
「
理
学
博
士
と
し
て
深
め
ら

れ
た
知
識
が
あ
り、
生
物
、
農
業
、

環
塊
、
防
災
と
幅
広
い
活
動
を
、

的
確
な
お
言
葉
で
た
た
え
て
く
れ

る
」
と
話
す
。

悠
仁
さ
ま
は
進
路
の
資
料
を
調

べ
、
卒
業
生
の
話
を
聞
き
、
「
自

主
・
自
律
・
自
由
」
を
掲
げ
る
筑

波
大
付
属
高
を
希
望
さ
れ
た
。
秋

篠
宮
さ
ま
の
知
人
は
「
祖
父
の
上

豊
さ
ま
が
璽
視
さ
れ
た
象
徴
の
あ

り
方
の
模
索
に
も
資
す
る
選
択

だ
」
と
受
け
止
め
た
と
い
う
。

　

学
習
院

　

一
つ
の
進
路

′
筑
波
大
と
お
茶
の
水
女
子
大
の

「
提
携
校
制
度
」
を
利
用
し
た
進

学
は
波
紋
も
呼
ん
だ
。
推
薦
基
準

を
満
た
す
成
績
だ
と
説
明
し
て
も

「
５
年
前
に
制
度
が
で
き
た
の
は

悠
仁
さ
ま
の
た
め
だ
」
と
う
が
っ

た
見
方
が
ネ
ッ
ト
で
広
が
っ
た
。

「
一
般
受
験
さ
れ
る
」
と
臆
測
が

流
れ
た
当
初
は
「
皇
族
が
一
般
国

民
と
競
争
す
る
の
か
」
と
先
走
っ

た
批
判
も
あ
っ
た
。

皇
室
の
公
平
平
等
性
に
ま
ず
配

慮
し
、
他
の
皇
族
男
子
に
倣
っ
て

学
習
院
で
学
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
意

見
が
あ
る
が
、
皇
族
教
育
を
と
り

ま
く
環
境
の
変
化
に
も
留
癒
す
べ

き
だ
ろ
う
。

学
習
院
は
戦
前
、
皇
族
や
華
族

が
通
う
官
立
学
校
だ
っ
た
。
戦
後
、

皇
室
の
縮
減
に
伴
い
１
９
４
７
年

に
私
学
化
さ
れ
る
と
、
地
位
や
身

分
に
か
か
わ
ら
な
い
教
育
を
掲
げ

た
。
そ
こ
で
学
ば
れ
た
秋
篠
宮
さ

ま
以
来
、
４１
年
ぶ
り
に
生
ま
れ
た

皇
族
男
子
が
悠
仁
さ
ま
で
、
学
齢

に
達
し
た
時
、
学
習
院
を
「
唯
一

の
進
路
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理
由
は
失
わ
れ
て
い
た
。

青
年
期
の
上
皇
さ
ま
の
教
育

は
、
元
慶
応
澱
塾
塾
長
の
小
泉
信

三
博
士
が
「
東
宮
御
教
育
常
時
参

与
」
と
し
て
支
え
た
が
、
今
の
天

皇
陛
下
に
そ
う
し
た
参
与
は
つ
か

な
か
っ
た
。
常
に
皐
族
に
仕
え
、

そ
の
数
商
を
担
う
よ
う
な
人
材
は

爺墨族男子の教育を巡る経緯

　　　　　　　　　

（近代以降）

得
難
く
な
り、
皇
族
も
一
般
国
民

の
よ
う
に
学
校
で
人
格
や
見
識
を

磨
く
時
代
と
な
っ
て
久
し
い
。「
最

良
の
進
路
を
求
め
る
努
力
を
理
解

し
て
ほ
し
い
」
と
秋
篠
宮
家
の
側

近
は
訴
え
る
。

　　　

選
択
の
説
明
一瞬
味

前
例
の
な
い
高
校
を
選
ん
だ
理

由
を
「
本
人
の
志
望
」
「
学
校
の

教
育
方
針
」
「
有
識
の
方
々
の
意

見
」
と
隣
珠
な
言
葉
で
説
明
し
た

宮
内
庁
の
姿
勢
に
も
疑
問
が
残
っ

た
。
小
田
部
雄
次
・
瀞
岡
福
祉
大

名
葡
教
授
（
皇
室
研
究
）
は
「
未

来
の
象
徴
が
何
を
学
ぼ
う
と
し
て

い
る
の
か
を
説
明
し
、
理
解
を
求

め
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
す
る
。

悠
仁
さ
ま
の
教
育
は
、
秋
篠
宮

家
の
繍
向
で
公
費
を
支
出
で
き
る

学
園
も
私
的
な
支
出
に
充
て
ら
れ

る
「
皇
族
費
」
で
賄
わ
れ
、
宮
内
庁

の
関
与
は
限
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、

義
務
教
育
を
終
え
て
高
校
に
進
め

ば、
従
来
よ
り
「
公
」
を
漁
賊
し

た
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な
い
。

学
校
教
育
法
は
高
校
教
育
の
目

標
と
し
て
〈
国
家
及
び
社
会
の
形

成
者
と
し
て
必
要
な
資
質
を
養

う
Ｖ
と
掲
げ
て
お
り
、
悠
仁
さ
ま

の
高
校
３
年
間
は
「
皇
位
継
承
者
」

と
い
う
立
場
に
向
き
合
わ
れ
る
時

期
に
な
る
。
遠
く
な
い
将
来
皇
室

を
支
え
ら
れ
る
姿
を、
ご
本
人
と

国
民
の
双
方
が
思
い
描
け
る
よ
う

な
教
育
的
な
配
慮
も
必
要
だ
。

昨
年
度
ま
で
、
天
皇
の
子
や
孫

は
皇
室
典
範
の
規
定
で
１８
歳
成

人
、
他
の
皇
族
は
一
般
国
民
と
同

じ
民
法
規
定
で
２０
歳
成
人
と
い
う

線
引
き
だ
っ
た
が
、
４
月
の
改
正

民
法
施
行
で
、
天
皇
の
お
い
悠
仁

さ
ま
も
高
３
の
秋
に
１８
歳
成
人
を

迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち

ょ
う
ど
次
の
進
路
選
択
と
重
な
る

時
期
で
へ
宮
内
庁
幹
部
は
「
高
校

生
活
を
通
じ
て
成
長
さ
れ
て
い
く

姿
を
見
て
も
ら
う
機
会
を
設
け
、

進
路
が
広
く
理
解
さ
れ
る
環
境
を

整
え
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

種
の
労
働
者
の
大
部
分
が
」「
同

じ
労
働
協
約
の
適
用
を
受
け

る
」
十
十
と
い
っ
た
条
件
を
満

た
し
た
場
合
に
、
そ
の
地
域
の

同
じ
業
種
で
働
く
労
働
者
全
員

に
、
協
約
の
労
働
条
件
を
適
用

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　

「地
域
的
拡
張
」
と
呼
ば
れ
、

適
用
に
は
厚
労
相
か
都
適
府
県

知
事
の
決
定
が
必
要
だ
。
対
象

と
な
っ
た
企
業
は
、
協
約
に
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
回
の
地
域
的
拡
張
は
、
２

０
２
０
年
４
月
に
ヤ
マ
ダ
電
機

（
現
ヤ
マ
ダ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

労
働
協
約
企
業
の
枠
超
え
て

ス
）、
ケ
ー
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
、
デ
ン
コ
ー
ド
ー
の
３
社
と

各
社
の
労
組
が
連
名
で
締
結
し

た
労
働
協
約
に
適
用
さ
れ
た
。

３
社
の
労
組
が
所
腐
し
、
労

働
協
約
締
結
を
働
き
か
け
た
産

業
別
労
組
「
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
」

の
西
尾
多
闇
副
書
記
長
は
「
大

型
家
電
慶
販
店
は
競
争
が
激
し

く
、
他
の
業
種
よ
り
休
日
が
少

尊労働協約の地域的
拡張のイメージ

な
い
。
最
低
墓
拳
を
定
め
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
た
」
と
説

明
す
る
。
複
数
の
労
使
で
労
働

協
約
を
結
ぶ
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
た
め
、
各
労
使
が
締
結
で
き

る
内
容
を
検
討
し
、
正
社
員
の

年
間
休
日
を
「
１
１
１
日
以
上
」

と
定
め
た
と
い
う
。

当
初
か
ら
地
域
的
拡
張
を
目

指
し
て
い
た
た
め
、
「
同
種
の

労
働
者
の
大
部
分
」
と
い
う
条

件
を
満
た
す
よ
う
に
地
域
を
検

討
。
３
社
の
出
店
エ
リ
ア
を
中

心
に
、
千
葉
県
や
栃
木
県、
福

島
県
の
一
部
も
含
む
地
域
を
対

象
と
し
た
。

２

　

０
年
８
月
に
３
社
の
労
組
が

連
名
で
厚
労
省
へ
地
域
的
拡
張

の
適
用
を
申
し
立
て
た
が、・れ

年
９
月
の
適
用
決
定
で
は
、
茨

城
県
の
み
が
対
象
と
さ
れ
た
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
茨
城
県
内

の
大
型
家
電
量
販
店
で
働
く
正

社
員
は
約
６
６
０
人
。
こ
の
う

ち
協
約
の
当
事
者
で
は
な
い
ノ

ジ
マ
と
ビ
ツ
ク
カ
メ
ラ
で
働
く

計
約
６０
人
が
地
域
的
拡
張
で
対

象
に
加
わ
っ
た
と
い
う
。

ノ
ジ
マ
の
休
日
数
は
１
０
６

日
だ
が
、
４
月
か
ら
茨
城
県
内

帝
王
学
か
ら
象
徴
学
へ

や皇位継承者の教育を巡る発言（要旨）

「（天皇陛下の教育を担う）参与がほしか
ったが宮内庁は必要ないという考えだっ
た。象徴学はいろんな材料を与え、それを
いかに岨嫡（そしゃく）していくかが大事」

　　　　　　　　　

（１９７６年上壁さま）

「花園天皇がまず徳を積むこと、そのため
に学問をせよと説いたことに隊銘を受け
た。学問とは単に博学になるだけではなく、
人間として学ぶべき道義や礼綴も含む」

　　　　　　　　　

（２０１０年天皇陛下）

「（悠仁さまが）関心のあることを深めて
いってくれれば」

　　

（０８年秋篠宮さま）
「長男には様々 な地域に自分で行き、文化
や生活の習慣を見て、人から話を聞き、理

）
化
理
）

ま
文

　

、
同

さ

　

、
き
年

官
き
闘
１７

篠
行
を
（

秋
で
話、

凶
　　　　　　　　

皇
室
は
古
来
、
皇
位
継
承
者
に

特
別
な
教
育
を
施
し
て
き
た
。

平
安
時
代
に
は・
麿
の
嬬
競
が

皇
帝
の
心
得
を
説
い
た
「
帝
範
」

や
廷
臣
と
の
問
答
集
「騨則
観
廓

鰍
」
が
「
帝
王
学
」
の
教
科
書
と

し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

人
の
上
に
立
つ
に
は
、
仁
競
を
備

え
、
学
問
に
励
む
こ
と
だ
と
い
う

中
国
伝
来
の
儒
教
に
学
び
つ
つ
、

自
ら
の
体
験
を
伝
え
た
天
皇
も
い

た
。
鎌
倉
時
代、
順
徳
天
皇
が
日

常
の
心
得
を
著
し
た
「
禁
秘
抄
」

や
花
園
天
皇
が
皇
太
子
に
書
き
与

え
た
「醗
煽
邪
瞥」
が
有
名
だｏ

近
代
に
は
、
立
廠
君
主
制
下
の

富
国
強
兵
を
競
厳
し
て
洋
学
や

鰯騨国際矧瀦勲沈更酵隔離
間
所
総
裁
に
東
郷
平
八
郎
が
就
任

し
、
昭
和
天
皇
の
教
育
に
は
軍
人

も
参
画
し
た
。

戦
後
の
民
主
主
義
の
下
で
、
英

国
王
ジ
ョ
ー
ジ
５
世
の
伝
記
を
読

み
、
天
皇
と
国
民
の
新
た
な
関
係

に
つ
い
て
学
ん
だ
上
皐
さ
ま
は、

帝
王
学
に
代
わ
る
「
象
徴
学
」
と

い
う
考
え
方
を
示
さ
れ
た
。

父
祖
の
生
き
た
時
代
か
ら
学
ぶ

こ
と
を
馳
視
し
、
先
の
大
戦
の
歴

史
や
象
徴
天
皇
制
を
定
め
た
新
憲

法
を
テ
ー
マ
に
し
た
専
門
家
の

「
ご
進
鰯
」
を
、
今
の
天
皇
陛
下

と
一
緒
に
受
け
ら
れ
た
。
悠
仁
さ

ま
も
、
上
皇
さ
ま
と
共
に
過
ご
し

た
り
、
被
爆
者
の
体
験
を
聞
い
た

り
す
る
機
会
が
、
秋
篠
宮
さ
ま
の

配
慮
で
設
け
ら
れ
て
き
た
。

戦
後
、
天
皇
の
事
績
を
学
校
で

習
う
「
国
史
」
の
授
業
は
廃
止
さ

れ
た
が
、
皇
室
で
は、
歴
史
学
者

を
招
い
て
の
ご
進
講
が
続
い
て
い

る
。
天
皇
陛
下
は
、
災
害
や
疫
病、

戦
乱
の
時
代
も
国
民
に
寄
り
添
っ

た
駿
武
、
嵯
峨
、
後
奈
良
ら
歴
代

天
皇
の
姿
に
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

所
功
・
京
都
産
業
大
名
鶴
教
授

（
皇
室
制
度
文
化
史
）
は
、
天
皇

家
の
長
女
愛
子
さ
ま
（
２０
）
が
３
月

の
記
者
会
見
で、
成
年
の
自
覚
を

し
っ
か
り
と
語
ら
れ
る
姿
を
見

て
、
皇
族
が
身
近
な
人
か
ら
立
ち

居
振
る
舞
い
を
学
ぶ
重
要
性
を
再

認
識
し
た
と
い
う
。
令
和
の
皇
室

は
、
天
皇
の
弟
が
皇
位
継
承
順
位

１
位
、
お
い
が
同
２
位
と
い
う
構

成
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
親
か

ら
子
へ
と
直
系
で
伝
わ
っ
て
き
た

象
徴
教
育
の
あ
り
方
に
も
工
夫
が

必
要
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。

の
店
舗
の
休
日
数
を
１
１
１
日

に
変
更
し
た
。
ノ
ジ
マ
は
「
厚

労
省
の
決
定
に
従
っ
た
。
今
後

も
従
業
員
が
働
き
や
す
い
労
働

環
境
を
作
る
こ
と
を
心
が
け
た

い
」
と
し
て
い
る
。

明
治
大
の
野
川
忍
教
授
（
労

働
法
）
に
よ
る
と
、
各
企
業
の

労
使
で
労
働
条
件
を
決
め
る
こ

と
が
多
い
日
本
と
は
異
な
り
、

欧
州
で
は
、
こ
う
し
た
形
で
協

約
を
拡
張
し
て
い
く
方
法
が
主

流
だ
と
い
う
。
「
非
正
規
労
働

者
が
増
え
、
人
材
の
流
動
化
も

進
ん
で
い
る
中
で
、
企
業
を
超

え
て
労
働
者
保
護
を
図
る
取
り

組
み
に
は
大
き
な
惣
瀕
が
あ

る
」
と
語
る
。
労
働
者
保
護
の

観
点
か
ら
、
他
の
業
種
や
地
域

に
広
が
る
か
、
注
目
さ
れ
る
。
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